
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ６年生が理科「大地のつくりと変化」の学習で山口博物館の先生から「地層や化石

ができるわけ」を教えていただき、大自然の魅力に引き込まれていきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「自分だけの化石レプリカ」を作る活動では、古生代を代表する「三葉虫」、中生
代を代表する「アンモナイト」、新生代を代表する「巻き貝（リカリア）」のレプリカを
自由な発想で色付けしながら化石への興味・関心を一層高めていました。 


